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１． 研究計画の概要 

 
（１） 非線形、非定常、非正規、過程に対

する局所漸近正規性（LAN）に基づ
く最適推測論および、その統計的金
融工学への応用。 

（２） 多変量非対称分布の推測理論と正規
性からのズレに対するロバストネス
の基礎理論構築とその多方面への応
用。 

（３） 分布構造がわからないとき経験尤度
を用いた解析が行われるが、本計画
では、非正規従属標本に対して一般
的な分離度に基づく経験尤度解析の
理論と応用研究。 

（４） 上記の基礎理論結果のシュミレーシ
ョンによる検証と種々の実際問題へ
の応用。 

 
２． 研究の進捗状況 

 
 非線形非正規過程に対しては極めて一般
的な CHARNモデルにおいて LANに基づい
た最適推測論、検定論を構築した。また非定
常非正規過程の代表的なクラスである局所
定常過程に対しても LAN に基づいた最適推
測論を展開し、その判別解析やクラスター解
析手法の提案や基礎理論を構築し金融時系
列解析に応用し、意味ある結果を得た。金融
数理においては従来使用されている平均、分
散ポートフォリオ推定量が、従属収益率に対
しては一般に漸近最適にはならないことを
示し漸近最適となる条件を収益率のスペク
トル構造で記述した。また従属収益率を仮定
して漸近最適なポートフォリオ推定量の提

案もおこなった。 
 古典統計解析では多変量正規分布を仮定
した解析が行われるが実データは非対称（歪
対称）分布に従っていると実証的認識がある。
この流れに沿って、すでに種々の基礎理論が
構築されているが従属標本では原初的なレ
ベルである。本研究では金融収益率過程の革
新過程の分布が非対称であるとき平均、分散
型ポートフォリオ推定量の漸近分布が受け
る正規分布からの影響を評価し、ロバストネ
ス等を議論した。 
 独立標本に対しては経験尤度解析は種々
のセッテングで行われてきているが、従属標
本に対しては未開な状態である。本研究では
非正規定常過程、安定過程、局所定常過程等
様々な従属標本に対して経験尤度解析の基
礎理論を構築した。実際問題では分布形は未
知であるのが自然で、この設定で行える経験
尤度解析の応用は広い。 
 上記、すでに膨大な基礎理論的結果を得て
いるが、これらの計算機による数値検証、実
金融データによる応用も展開中である。 
 
３．現在までの達成度 
 
達成度区分では少なくとも 
○2  おおむね順調に進展している。 
である。 
 
上記述べた様に目論んだ分野で種々の基礎
理論的成果をあげており諸結果は多数のハ
イスタンダードな国際誌、英文著書で発表さ
れてきている。また発表も国内に限らず、国
際的な学会、研究集会での発表され、高い評
価を受けてきている。 
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３． 今後の研究の推進方策 
 
基本的には今まで３年間続けてきた研究を
さらに外延的展開を図る予定であるが次の
点を重視したい。 
（１） 従属標本の独立成分分析の理論と応

用の構築。 
（２） 多次元従属標本の順位統計量による

セミパラメトリック最適推測論の構
築。 

（３） 上記の年金ポートフォリオ推測への
適用。外生変数がある場合の最適ポ
ートフォリオ推測。 

（４） 時系列の変化点の統計推測について
の基礎理論構築。 

（５） 非定常過程の統一的最適推測論の構
築。 

（６） 基礎理論的な諸結果の計算機による
数値検証と、金融、年金に関する実
データに基づく応用例。 

 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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